
平
成
十
八
年 

 

一
、 

市
町
村
史
・
地
区
史 

 

市
史
で
は
、
大
野
市
が
『
大
野
市
史
』
第
十
二
巻
「
方
言
編
」
を
発
行
し
た
。
方
言
だ

け
を
テ
ー
マ
に
独
立
さ
せ
て
編
集
し
た
自
治
体
史
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
。
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
方
言
を
記
録
し
た
貴
重
な
一
冊
と
な
っ
た
。『
勝
山
市
史
』
は
通
史
編
第
二
巻
「
原
始

～
近
世
」
が
完
成
し
、
初
巻
刊
行
か
ら
三
十
二
年
で
全
八
冊
が
完
結
し
た
。
特
に
平
泉
寺

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
平
泉
寺
を
支
え
た
金
融
、
土
地
支

配
な
ど
の
実
態
に
迫
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
最
新
の
解
説
書
と
な
っ
た
。 

町
史
で
は
、
美
浜
町
が
、
町
誌
六
冊
目
「
美
浜
の
文
化
シ
リ
ー
ズ
」
第
二
巻
『
わ
か
さ

美
浜
町
誌 

祈
る
・
祀
る
』
と
題
し
、
社
寺
の
祭
礼
や
所
蔵
文
書
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会
は
、こ
の
町
誌
に
収
録
し
き
れ
な
か
っ
た
貴
重
な
資
料
を
ま
と
め
、

叢
書
第
一
巻
と
し
て
『
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
』
を
発
行
し
た
。
祭
礼
や
身
近
な
生
活
に
ま

つ
わ
る
習
わ
し
な
ど
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
越
前
町
は
、
旧
織
田
町
か
ら

の
継
続
事
業
で
あ
る
町
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
、『
越
前
町
織
田
史
』（
古
代
・
中
世

編
）
を
発
行
し
た
。
特
論
と
し
て
伝
統
産
業
で
あ
る
越
前
焼
の
成
立
と
歴
史
に
つ
い
て
章

を
設
け
て
い
る
。
旧
美
山
町
は
、
半
世
紀
の
軌
跡
を
振
り
返
る
記
念
誌
『
美
山
五
十
年
の

あ
ゆ
み
』
を
発
行
、
歴
史
を
ア
ル
バ
ム
形
式
で
つ
づ
り
、
福
井
豪
雨
の
記
録
や
風
土
も
紹

介
し
て
い
る
。
旧
清
水
町
、
旧
松
岡
町
で
も
、
福
井
市
、
永
平
寺
町
と
の
合
併
前
に
そ
れ

ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
『
清
水
風
土
記
』、『
松
岡
町
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
を

発
行
し
た
。 

地
区
史
で
は
、
越
前
和
紙
発
祥
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
千
五
百
年
の
歴
史
が
あ
る
越
前
市
不

老
区
（
旧
今
立
町
）
が
、
そ
の
文
化
と
風
俗
に
焦
点
を
当
て
た
『
不
老
の
里 

前
篇
』
を

完
成
し
た
。
勝
山
市
の
勝
山
地
区
エ
コ
推
進
協
議
会
は
、
昭
和
の
歴
史
を
ま
と
め
た
『
昭

和
の
勝
山
街
道
町
中
案
内
人
』
を
発
行
し
た
。
継
体
天
皇
ゆ
か
り
の
越
前
市
味
真
野
地
区

の
安
治
麻
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
は
、
旧
武
生
市
と
の
合
併
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

農
工
業
の
変
遷
や
観
光
な
ど
の
歩
み
を
『
う
ま
し
味
真
野
』
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
。 

 

二
、
各
時
代
史 

 

遺
跡
調
査
発
掘
関
係
資
料
と
し
て
は
、福
井
県
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
か
ら
、『
一

乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』、
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

『
乗
兼
・
坪
江
遺
跡
』
ほ
か
が
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
福
井
市
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
は
、

『
福
井
城
跡
５
』、
大
飯
町
教
育
委
員
会
は
、『
史
跡
小
浜
藩
台
場
跡
松
ケ
瀬
台
場
跡
整
備

事
業
報
告
』、
美
浜
町
教
育
委
員
会
は
、『
興
道
寺
廃
寺
と
興
道
寺
遺
跡
』
を
発
行
し
た
。 

 

古
代
で
は
、
平
成
十
九
年
に
即
位
千
五
百
年
を
迎
え
る
継
体
天
皇
に
関
す
る
出
版
が
相

次
い
だ
。
六
呂
瀬
山
古
墳
群
＆
鳴
鹿
大
堰
を
愛
す
る
会
は
、
県
内
外
の
伝
承
地
な
ど
を
カ

ラ
ー
写
真
や
周
辺
の
地
図
で
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
『
継
体
大
王
ゆ
か
り
の
地
』
を
発

行
し
た
。越
の
国
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
実
行
委
員
会
は
、『
継
体
大
王
御
即
位
１
５
０
０
年
記
念

誌
』
を
ま
と
め
た
。 

 

中
世
で
は
、
戦
国
武
将
、
武
田
氏
の
盛
衰
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
『
安
芸･

若
狭
武
田
一

族
』（
高
野
賢
彦
著
）
が
出
さ
れ
、
小
浜
を
中
心
に
勢
力
を
誇
っ
た
武
田
氏
に
つ
い
て
新
し

い
研
究
成
果
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
丸
岡
町
民
図
書
館
名
誉
館
長
の
松
原
信
之
氏
は
、
朝

倉
氏
の
研
究
書
と
し
て
定
評
が
あ
り
、
再
版
が
望
ま
れ
て
い
た
『
越
前
朝
倉
一
族
』
を
増

補
新
装
版
と
し
て
出
版
し
た
。 

近
世
で
は
、鯖
江
藩
主
間
部
家
の
系
譜
を
ま
と
め
た『
間
部
家
の
人
々
』（
竹
内
信
夫
著
）

が
発
行
さ
れ
た
。
初
代
か
ら
九
代
藩
主
ま
で
通
し
た
家
系
図
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
鯖
江

藩
史
研
究
に
役
立
つ
手
引
書
と
な
っ
た
。越
前
市
教
育
委
員
会
は
、『
逍
遥
園 

襖
の
下
張

り
展
資
料
集
』
で
、
幕
末
の
府
中
に
お
い
て
書
物
講
と
名
付
け
ら
れ
た
読
書
会
が
存
在
し

た
こ
と
を
解
明
し
、
府
中
知
識
人
の
教
育
熱
の
高
さ
の
一
端
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
丸

岡
藩
の
下
級
武
士
遠
嶽
家
に
残
る
数
々
の
史
料
を
、
子
孫
の
宮
本
久
氏
が
読
み
解
き
『
新

遠
嶽
家
覚
書
』
と
し
て
出
版
し
た
。
下
級
武
士
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
勤
務
実
態
、
心
情
ま
で

見
て
取
れ
る
貴
重
な
一
冊
と
な
っ
た
。 



近
代
で
は
、
旧
美
山
町
の
郷
土
史
研
究
家
・
高
島
正
氏
が
大
正
元
年
に
出
版
し
た
『
福

井
県
人 

樺
太
経
営
史
』
が
、
ひ
孫
の
高
嶋
正
夫
氏
に
よ
り
百
年
ぶ
り
に
復
刻
さ
れ
た
。

埋
も
れ
か
け
て
い
た
県
人
の
樺
太
開
拓
の
歴
史
を
描
写
し
た
貴
重
な
資
料
が
再
び
日
の
目

を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

現
代
で
は
、
鯖
江
市
河
和
田
地
区
の
住
民
に
よ
る
福
井
豪
雨
水
害
記
録
誌
編
纂
委
員
会

は
、
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
ば
と
『
０
４
．
７
・
１
８
福
井
豪
雨 

そ
の
時
う
る
し

の
里
・
河
和
田
は
・
・
・
』
を
発
行
し
た
。
福
井
新
聞
社
は
、『
平
成
一
八
年
豪
雪
記
録
集 

そ
の
と
き
福
井
は
』
を
発
行
し
た
。
そ
の
他
、
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の

青
木
豊
昭
館
長
が
、『
越
前
若
狭 
地
域
史
の
謎
に
挑
む
』
と
題
し
て
、
古
代
か
ら
近
世
に

至
る
県
内
の
考
古
、
歴
史
に
関
わ
る
一
六
の
謎
を
多
面
的
な
検
証
を
加
え
解
き
明
か
し
て

い
る
。 

 

逐
次
刊
行
物
で
は
、『
若
越
郷
土
研
究 

第
２
８
０
号
・
第
２
８
１
号
』（
福
井
県
郷
土

誌
懇
談
会
編
）、『
奥
越
史
料 

第
三
十
二
号
』（
大
野
市
教
育
委
員
会
編
）、『
鯖
江
郷
土

史
懇
談
会
会
誌 

十
三
号
』
等
が
発
行
さ
れ
た
。 

 

二
、 

各
分
野
団
体
史 

 

学
校
教
育
関
係
で
は
、
福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
が
、『
創
立
百
五
十
周
年
記
念
誌
』
を

発
行
し
た
。
同
校
は
、
第
十
六
代
福
井
藩
主
・
松
平
慶
永
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
藩
校
明

道
館
が
前
身
で
あ
り
、
長
い
伝
統
の
奥
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
と
な
っ
た
。 

創
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
、知
的
障
害
者
施
設
ハ
ス
の
実
の
家
は
、『
と
っ
て
お
き
の
未

来
の
た
め
に
』
を
、
福
井
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
は
発
足
四
十
周
年
を
記
念
し
た
『
ふ
く

い
こ
こ
ろ
の
華
』
を
、
福
井
県
写
真
師
会
は
、
創
立
八
十
周
年
を
祝
う
記
念
誌
を
発
行
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
綴
っ
て
い
る
。 

一
方
、
本
県
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
先
駆
け
と
し
て
経
済
調
査
事
業
を
手
が
け
た
福
井
県

経
済
調
査
協
会
が
、
半
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
、
会
報
『
福
井
経
済
』
も

最
終
記
念
号
で
終
刊
と
な
っ
た
。 

 三
、 

民
俗
・
文
化
財
・
そ
の
他 

 

鯖
江
市
河
和
田
地
区
で
は
、
鯖
江
市
に
合
併
し
て
五
十
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
う
る

し
の
里
づ
く
り
協
議
会
が
、
口
碑
を
後
世
に
残
し
た
い
と
、「
河
和
田
の
昔
ば
な
し
」
を
発

刊
し
た
。
嶺
南
地
方
の
伝
統
芸
能
「
王
の
舞
」
の
研
究
に
力
を
注
い
だ
民
俗
学
者
、
故
・

錦
耕
三
氏
の
遺
稿
集
『
若
狭
路
の
暮
ら
し
と
民
俗
』
が
発
行
さ
れ
た
。
戦
後
間
も
な
い
頃

の
村
の
風
習
な
ど
当
時
の
生
活
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
前
田
速
夫
氏

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
謎
に
包
ま
れ
た
白
山
信
仰
を
「
白
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
追
っ
た
『
白
の

民
俗
学
へ
』
を
発
行
し
た
。
ま
た
、
約
三
百
年
の
歴
史
を
持
つ
火
祭
り
、
勝
山
の
左
義
長

に
つ
い
て
、
丸
屋
仁
志
氏
が
研
究
の
集
大
成
『
左
義
長
の
起
り
と
勝
山
左
義
長
の
変
遷
』

を
、
勝
山
観
光
協
会
が
左
義
長
ば
や
し
の
教
科
書
と
も
言
え
る
『
越
前
勝
山
左
義
長
ま
つ

り
』
を
相
次
い
で
発
行
し
た
。
そ
の
他
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
東
北
各
地
に
出
稼
ぎ

し
た
、
今
立
や
河
和
田
の
漆
か
き
職
人
の
記
録
『
南
部
の
漆
を
支
え
た
人
び
と
』
を
工
藤

紘
一
氏
が
発
行
、
笏
谷
石
と
仏
教
文
化
が
ど
う
伝
わ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
『
越
前
笏
谷

石
』
続
編
を
三
井
紀
生
氏
が
発
行
し
た
。 

文
化
財
関
係
で
は
、『
福
井
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』（
福
井
県
教
育
委
員
会
編
）が
、

第
六
集 

馬
借
街
道
・
海
の
道
で
完
結
し
、『
ふ
く
い
無
形
民
俗
文
化
財
第
二
十
八
号
』

（
福
井
県
無
形
民
俗
文
化
財
保
護
協
議
会
）
が
発
行
さ
れ
た
。 

 

人
物
誌
で
は
、
福
井
市
橘
曙
覧
記
念
文
学
館
前
館
長
の
河
合
清
仙
氏
が
、
幕
末
の
福
井

で
独
楽
吟
な
ど
庶
民
の
心
を
歌
っ
た
清
貧
の
歌
人
、
橘
曙
覧
の
旅
日
記
『
榊
の
薫
』
口
語

訳
と
『
橘
曙
覧
の
人
物
像
』
の
二
冊
を
発
行
し
た
。
と
も
に
曙
覧
の
人
柄
が
浮
き
立
ち
親

し
み
や
す
い
人
物
像
が
現
れ
る
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
の
日
本
評
伝
選
シ
リ
ー
ズ
に
勝
山
市

生
ま
れ
で
「
皇
国
史
観
」
の
提
唱
者
・
平
泉
澄
が
登
場
し
た
。
若
井
敏
明
氏
の
『
平
泉
澄

み
国
の
た
め
に
我
つ
く
さ
な
む
』
で
、
新
た
な
資
料
と
関
係
者
の
取
材
に
よ
り
、
社
会
経

済
史
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
日
本
中
世
史
研
究
を
再
評
価
し
、
終
戦
時
の
謎
の
行
動
に
つ

い
て
推
測
し
て
い
る
。
小
楠
和
正
氏
は
、
初
代
福
井
藩
主
・
結
城
秀
康
四
百
回
忌
に
合
わ



せ
、
そ
の
生
涯
を
ま
と
め
、『
結
城
秀
康
の
研
究
』
と
し
て
越
前
松
平
家
が
発
行
し
た
。
福

井
県
教
育
委
員
会
は
、
明
治
時
代
に
美
術
界
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
岡
倉
天
心
の
著

書
「
茶
の
本
」
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
さ
れ
て
百
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

向
け
に
解
説
し
た
教
材
を
作
成
し
、
総
合
的
学
習
や
歴
史
の
授
業
で
活
用
す
る
。
幕
末
越

前
府
中
の
医
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
初
代
総
長
や
東
京
府
知
事
と
し
て

活
躍
し
た
、
渡
邉
洪
基
の
生
涯
を
描
い
た
『
渡
邉
洪
基 

明
治
国
家
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
』
を

文
殊
谷
康
之
氏
が
発
行
し
た
。 

 

自
然
科
学
・
技
術
関
係
で
は
、
福
井
県
建
設
技
術
公
社
が
、
県
道
橋
の
基
礎
資
料
を
ま

と
め
た
『
ふ
く
い
の
道
路
橋
』
を
発
行
し
た
。
戦
前
戦
後
の
六
百
七
十
橋
に
つ
い
て
、
写

真
と
構
造
図
付
き
で
紹
介
、
現
在
は
撤
去
さ
れ
た
九
十
九
橋
の
往
時
の
風
景
や
資
料
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
収
め
た
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
添
付
さ
れ
、
今
後
の
道
路
橋
の
設

計
や
維
持
管
理
の
面
で
有
効
に
活
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

文
学
関
係
で
は
、『
年
刊
句
集
福
井
県 

平
成
十
七
年
度
版
』（
福
井
県
俳
句
作
家
協
会

編
）、
最
終
編
と
な
る
『
福
井
県
古
俳
書
大
観 

第
七
編
』（
斎
藤
耕
子
編
）、
等
が
発
行
さ

れ
た
。
坂
井
市
三
国
町
生
ま
れ
の
作
家
・
高
見
順
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
坂
本
満

津
夫
氏
は
、
三
冊
目
と
な
る
評
論
集
『
高
見
順
の
「
昭
和
」』
で
現
代
の
読
者
に
新
た
な
魅

力
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
稲
木
信
夫
氏
は
、
坂
井
市
丸
岡
町
出
身
の
作
家
・
中
野
重

治
の
妹
で
詩
人
の
中
野
鈴
子
の
創
作
の
原
点
を
探
る
『
す
ず
こ
記
―
詩
人
中
野
鈴
子
の
青

春
』
を
発
行
し
た
。 

 

四
、  

歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

 

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
は
、企
画
展「
古
文
書
が
語
る
朝
倉
氏
の
歴
史
」、

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
は
、「
鬼
―
姿
と
伝
承
」、「
由
利
公
正
展
」
を
開
催
し
た
。
福
井
市

立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
、
特
別
展
「
越
前
松
平
家
と
大
安
禅
寺
」「
福
井
藩
と
豪
商
」
な
ど

を
開
催
し
た
。
大
野
市
歴
史
博
物
館
は
、
奥
越
の
鉱
山
の
歴
史
を
振
り
返
る
特
別
展
「
白

山
の
金
山
」、
敦
賀
市
立
博
物
館
は
、
Ｊ
Ｒ
直
流
化
開
業
を
記
念
し
て
「
敦
賀
長
浜
鉄
道
物

語
」、
み
く
に
龍
翔
館
は
、
坂
井
市
誕
生
を
機
に
、
鉄
道
を
通
じ
て
つ
な
が
り
を
探
る
特
別

展
「
坂
井
の
鉄
道
博
覧
展
」、
永
平
寺
町
四
季
の
森
文
化
館
は
、
同
町
誕
生
を
記
念
し
て
特

別
展
「
永
平
寺
町
周
辺
の
中
世
遺
跡
出
土
品
展
」
を
開
催
し
た
。
福
井
県
立
図
書
館
は
、

日
本
最
初
の
西
洋
解
剖
書
の
訳
本
『
解
体
新
書
』
を
著
し
た
小
浜
藩
医
・
杉
田
玄
白
の
業

績
を
紹
介
す
る
特
別
展
「
杉
田
玄
白
と
解
体
新
書
」
を
夏
休
み
期
間
中
に
開
催
し
、
多
く

の
来
館
者
に
見
て
い
た
だ
い
た
。 

 

な
お
、
個
人
史
等
の
資
料
は
、
割
愛
し
ま
し
た
。 

 


